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緒 言

試験管内培養細胞が,有 絲分裂により二分 して増

殖していくものであることは勿論であるが,病 原ウ

イルスに感染した培養細胞において も分裂増殖が行

われているものであるかどうかということは,甚 だ

興味のあることである.そ してこのことに関する従

来の報告は,二 通りの ものに大別 することが出来

る.即 ちその一つは,ウ イルスに感染した細胞では

もはや細胞の分裂は行われなかつたという例を述べ

たもので, Marcua等(1958)1), Franklin (1958)2)

およびStoker等(1959)3)に よる報告 がそれであ

り,他 の一つはウイルスに感染 した細胞で もなお有

絲分裂の行 われるのを観察することが 出来たと述

べているもので, Rubin等(1958)4) Wheelock等

(1959)5), Vogt等(1960)6), Pastier(1960)の およ

びGreaser等(1961)8)に よ るものが その主なもの

であろう.

著者は, FL細 胞 およびMDCK細 胞(犬 腎)を

用いてイヌジステンパーウイルスの感染実験を行い

つつあり,封 入体を形成した感染細胞が有絲分裂を

繰返していく像を観察することが出来たので報告す

る次第である.

実験材料および方法

細胞:使 用 した細胞はFL細 胞およびMDCK細

胞である. YLE液 で これら細胞の浮游液 を作 り,

細胞数を1ml中 に1-1.5×105に なるよううにし

て,予 め1枚 ずつのカバースリップを入れた培養試

験管に分散し, 37℃ で静置培養するときは, 2～3

日にして細胞数は2-3×105の 単層となるので,

これをウイルス接種用に供 した.

ウイルス:使 用 したイヌジステンパーウイルス

は,日 本生物科学研究所本橋常正博士よりわけてい

ただいた もので,ニ ワ トリ胚芽細胞により分離 さ

れたHokkaido株 で,こ れを著者がFL細 胞および

MDCK細 胞 に馴化させて継代中のものである.

方 法:接 種材料の ウイルス液 の濃度 は1000～

10,000TCID50/mlの ものであり,培 養細胞をPBS

液で 一回洗滌したものに接種, 37℃ で2時 間吸着

させて後, 4日 毎 に新しい培養液と交換 した.培 養

液は細胞増殖用には20%仔 牛血清加液を,維 持用に

は5%仔 牛血清加YLE液 を用いた.そ してウイル

ス接種後径日的にカバース リップを取り出して,エ

ーテル ・アルコール等量液で固定 し,ヘ マ トキシリ

ン ・エオジン染色を行つて鏡検標本とした.

成 績

ジステンパ-ウ イルス感染細胞が示す特異的CPE

は,多 核巨大細胞形成とエオジン好性細胞質内およ

び核内封入体形成がその主なるものである.こ の実

験条件下においてこれらのCPEが 出現する時間的

関係は,ウ イルス接種後3～4週 で, CPE出 現期

間中にみられたウイルス感染細胞の有絲分裂像を示

したものが写真1-11で あ る.そ して写真1-9は

FL細 胞にみられた像であつて,継 代14代 目のウイ

ルス接種後25日 の材料中から観察 されたものであ

り,写 真10お よび11は ウイルス感染MDCK細 胞

にみられた像で,継 代17代 目のウイルス接種後21日

の材料中から観察されたものである.

即 ち写真1は ウイルスを接種していない正常細胞

にみられた分裂中期像であり,ヘ マ トキシリンに濃

染した多数の染色体が細胞中央に存在している.写

真2は 既に特異的CPEで ある細胞質内封入体およ

び核内封入体を示して いる静止期の感染細胞であ

る.こ の程度のCPEを 示 している感染細胞群中に

みられる分裂像の前期と中期を示 したものが写真3

で ある.右 側にある前期を示す細胞では,核 に相当

する部分が明るく,そ の中でクロマチンが濃厚にな

つて網状構造を呈するようになつているし,細 胞質
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中には2個 の封入体を認めることが出来る.左 側に

ある中期側面像では,細 胞中央の赤道面に染色体が

ならび,数 個の封入体は細胞周辺部に押されて存在

している.こ の細胞にみる如 く形そのものが球型を

呈するのは,細 胞が分裂するに際してガラス面より

培養液中に突出してくる為に,お のづからこのよう

な形態をとるのである.ガ ラス面に固着したままの

細胞の中期極面像は写真4で あり,側 面像は写真5

である.こ れらの細胞はいずれも染色体群の他に大

小多数の封入体を有している.写 真6に 示す後期像

では,二 分 した染色体群が両極に向かつてひかれて

存在しており,各 所に封入体がみられる.そ の後細

胞中央部に縊れを生じてきた写真7の 後期像では,

分裂して生ずる娘細胞部分に既に移動しでいる封入

体と,な お経れ部に存在していずれの娘細胞に移動

するのか判断 し難い像を示 している封入体がある.

そ して写真8の 完全に分裂 して新生された2個 の娘

細胞では,次 第に再現してきた娘核の近 くにそれぞ

れ封入体を有 し,母 細胞に由来した封入体が2個 の

新生娘細胞中に移動してきたことを知ることが出来

た.以 上が ウイルス感染FL細 胞にみられた分裂

各期の像であるが,肌 細胞群中には,ま れに例外

として多倍数体の大細胞が存在し,写 真9は その一

例で,ウ イルス感染大細胞にみられた中期像である

が,染 色体数は2倍 体の細胞とくらべてはるかに多

い.

写真10お よび11のMDCK細 胞では,前 者は対

照のウイルス非接種細胞の分裂中期の像であり,写

真11は ウィルス感染細胞の 中期像で,封 入体の存

在もはつ きりとして いてFL細 胞にみられる像と

別に変つたところはなかつた.

以上の如 く,ジ ステンパーウイルスに感染 した

FL細 胞 およびMDCK細 胞は,と もに封入体を形

成 しなが らも正常の細胞分裂を行つて,母 細胞の封

入体を娘細胞まで運ぶことがわかつた.た だウイル

ス感染多核巨大細胞における細胞分裂像のみは観察

することが出来なかつた.つ まり細胞分裂像は一細

胞一核の感染細胞においてのみ観察されたわけであ

る.

考 按

ジステンパーウイルス接種後かなり長時間を経過

した感染FL細 胞およびMDCK細 胞内に,エ オジ

ン好性の細胞質内および核内封入体が多数認められ

るにかかわらず,こ れらの細胞で正常なる有絲分裂

が行われており,分 裂により生じた2個 の新生娘細

胞中に封入体がそれぞれ移行していくのが観察され

た.こ のようにウイルス感染細胞でなお有絲分裂を

行うものとして報告されているウイルスには,ラ ウ

ス肉腫 ウイルス4),ポ リオーマウイルス6),ニ ュー

カッスルウイルス5),イ ンフル エンザ ウイルス5),

仙台 ウイルス9),伝 染性 イヌ肝炎 ウイルス7),ム ン

プスウイルス10)お よびCAウ イルス8)等 がある.

そ してこれとは逆に細胞の分裂を行わないウイルス

としては,ニ ューカッスルウイルスおよび単純疱疹

ウイルスとがある.こ のような差異はウイルスの種

類の相違によつて起こることはあり得ることであろ

う.し かし,ニ ューカッスルウイルスについては二

通りの異つた報告があるわけであるが,こ れが実験

条件の差異によるものかどうかは再検討 を要する

ものであろ う.そ して,イ ヌジステンパーウイル

スは前者のウイルス群に属することになる.ま た

Wheelockら はこれとは別の考えで,細 胞がウイル

スにさらされたときと,有 絲分裂が開始する時との

時間的間隔の短かいとぎにのみ,細 胞は分裂するこ

とができるのであろうと仮定している.ジ ステンパ

ーウイルスの場合は,ウ イルス接種後長時間を経て

おり,し かも細胞内に封入体の存在まで明らかに認

められる状態でありながらなお分裂が行われている

しこの説はあてはまらないことになる.

結果的には,こ のウイルスは細胞の核酸および蛋

白質の合成に,長 期にわたつてなんら影響を及ほし

ていないことになるように思われる.た だウイルス

感染単核細胞においては有絲分裂が認められるが,

ウイルス感染多核巨大細胞においては有絲分裂が認

められないことには意義があるように思われる.し

かし多核巨大細胞の分裂は,核 分裂が乱れ複雑とな

つていくためによるものであろう.

つ ぎに核内封入体の行動についてであるが,分 裂

完了直後の新生娘細胞中に核内封入体の存在してい

るのをいまだに観察したことがない.今 後引続き詳

細なる観察を行つて究明したいと思つている.

結 語

FL細 胞 およびMDCK細 胞(犬 腎)に イヌジス

テンパーウイルスを接種 し,経 日的に標本を観察し

た結果,エ オジン好性の細胞質内および核内封入体

を形成 した感染細胞において,な お正常なる有絲分

裂が行われている像を観察することが出来た。ただ

しこれは1細 胞1核 を有する感染細胞においてのみ
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観察することが出来て,多 核巨大細胞では観察する

ことは出来なかつた.

本研究に対しご教示を賜わつた村上栄教授に心か

ら感謝致します.
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On the Mitosis of the Cultured Cell Infected with Canine 

Distemper Virus

By

Jutaro TAWARA

Department of Microbiology, Okayama University Medical School.
(Chief: Prof. S. Murakami)

The present paper will report about the mitotic phases of the cells infected with canine 

distemper virus.

Namely, FL cells and MDCK cells which have formed inclusion bodies after inoculation 

of canine distemper virus showed normal mitosis and inclusion bodies were transfered to the 

dauther cells. Mitosis was observed only in the monounclear cells and not in the multinucleated 

giant cells infected with this virus.



878 俵 寿 太 郎

写 真 説 明

(1)～(9)はFL細 胞, (10)～(11)はMDCK細 胞.

(1)ウ イルス非接種対照細胞中期像を示す.

(2)ウ イルス接種後26日 の感染細胞静止期で,細 胞質内および核内封入体がみられる.

(3)右 側の細胞は前期を示し,左 側の細胞は中期像の側面観を示すが,い ずれの細胞にも数個の封入体が存

在している.

(4)中 期極面像

(5)中 期側面像

(6)後 期 像

(7)終 期 像

(8)新 生娘細胞

(9)多 倍数体感染細胞の中期像

(10)ウ イルス非接種対照細胞中期像を示す.

(11)ウ イルス感染細胞の中期像
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俵 論 文 附 図
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俵 論 文 附 図


